
社会福祉法人高知小鳩会 

求職者等に対するセクシャルハラスメントの防止に関する基本方針 

 

社会福祉法人高知小鳩会（以下「当法人」といいます）は、障害のある方一人ひとりの

人格と尊厳を大切に、「できる限り普通に、可能な限り特別に」を支援の基本として、

日々の福祉サービスの提供に努めています。また、「利用者に心地よい援助技術の習得に

努め、心は常にアマチュアであろうとする」ことを大切にして、利用者の思いや願いに寄

り添い、安心して生活できる環境づくりを進めています。 

そのためには、当法人の理念に共感し、将来ともに働く仲間となる求職者、採用活動の

関係者、および施設で学ぶ実習生やボランティア等の皆様（以下「求職者等」といいま

す）に対しても、互いの人格と権利を尊重し、安全で公正な環境のもとで接することが重

要と考えます。 

現在、就職活動中や実習等の場におけるセクシュアルハラスメントやその他のハラスメ

ント（いわゆる就活ハラスメント等）が社会問題となっています。当法人といたしまして

も、採用活動や実習・受入の過程において、優越的な立場を利用した不適切な言動を排除

し、すべての方が尊厳を持って臨める環境を維持するため、明確な方針を定めることとい

たしました。 

求職者等が安心して参加・応募できる環境を確保することで、未来の福祉を担う人材と

の信頼関係を築くため、以下の通り「求職者等に対するセクシャルハラスメントの防止に

関する基本方針」を定め、組織全体で対応していくことを宣言いたします。 

 

1. 対象となる行為（求職者等に対するセクシャルハラスメントの定義） 

採用活動、実習、ボランティア受入等の場面において、当法人の役職員、関係者等が、

求職者等（応募者、学生、実習生、ボランティア等）に対して行う、性的な言動や個人の

尊厳を害する不当な言動を対象とします。 具体的には、以下のような行為が該当しま

す。 

⚫ 採用面接や職場見学、実習等の場において、性的な関心や性的な事柄に関する不

必要な質問・発言をする行為 

⚫ 採用活動中の求職者や実習生、ボランティア等に対して、不必要な身体への接触

をする行為 

⚫ 交際や性的な関係を強要し、又はそれに類する執拗な誘いを行う行為 

⚫ 性的な言動への抗議又は拒否等を行った求職者や実習生等に対して、採用選考上

の不利益な取扱い、受入の拒否、その他不当な不利益を与える行為 

⚫ その他、求職者や実習生等に不快感を与え、就業・受入環境を害するような性的

な言動を行う行為 

 



2. 法人としての対応姿勢 

⚫ 組織的対応   ：ハラスメント行為に対しては、職員個人に対応を委ねず、施設 

   長や担当部署が連携し、組織全体として毅然と対応します。 

⚫ 相談・窓口の整備：求職者等や職員がいつでも安心して相談できる窓口を設置し、 

  被害を受けた場合の安全確保と迅速な事実確認・救済を最優先 

に行います。 

⚫ 専門家との連携 ：悪質なケースにおいては、顧問弁護士や関係機関と緊密に連携 

  し、厳正に対処します。 

 

3. ハラスメント行為への対処・措置 

当法人は、求職者等に対するハラスメントを一切許容しません。当法人の役職員等によ

る違反行為が確認された場合は、就業規則等に基づき厳正な処分を行います。 また、採

用活動や実習等に関わる関係者から不適切な言動を受けた求職者等に対しては、速やかに

状況をヒアリングし、選考や実習における不利益が生じないよう、必要な保護・配慮措置

を講じます。 当法人はすべての関係者が安心して参加し、勤務できる環境を守るため、

ハラスメントには断固とした姿勢で対応します。 

 

4. 求職者等および職員のみなさまへのお願い 

当法人は、採用面接や実習・ボランティアの受入にあたり、公正で透明性の高いプロセ

スの維持に努めてまいります。 すべての方がお互いを尊重し、安心・安全に参加できる

環境づくりと、より良い支援体制の維持・向上のため、みなさまのご理解とご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。 
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